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大　　学 定　員 入学者 対定員比
北海道（一括）（*1） 80 24
北海道医療 160 175 109.4%
北海道薬科 210 226 107.6%
青森 90 60 66.7%
岩手医科 160 159 99.4%
東北（一括） 80 87 108.8%
東北薬科 340 338 99.4%
奥羽 140 86 61.4%
いわき明星 90 97 107.8%
国際医療福祉 180 197 109.4%
高崎健康福祉 90 98 108.9%
城西 300 351 117.0%
日本薬科 350 378 108.0%
千葉（一括） 80 87 108.8%
東邦 220 240 109.1%
東京理科 200 201 100.5%
日本 240 261 108.8%
千葉科学 160 198 123.8%
城西国際 130 166 127.7%
帝京平成 240 248 103.3%
東京（一括）（*2） 80 未定
東京薬科 420 454 108.1%
明治薬科 360 398 110.6%
昭和 200 198 99.0%
昭和薬科 240 255 106.3%
星薬科 280 317 113.2%
慶應義塾 210 216 102.9%
北里 285 312 109.5%
武蔵野 145 145 100.0%
帝京 320 324 101.3%
横浜薬科 370 403 108.9%
新潟薬科 180 186 103.3%
富山 105 110 104.8%
金沢（一括） 75 78 104.0%
北陸 306 151 49.3%
静岡県立（一括） 120 122 101.7%
名古屋市立 100 115 115.0%
名城 250 285 114.0%
愛知学院 145 147 101.4%
金城学院 150 162 108.0%

大　　学 定　員 入学者 対定員比
岐阜薬科 120 121 100.8%
鈴鹿医療科学 100 112 112.0%
京都 80 84 105.0%
京都薬科 360 372 103.3%
同志社女子 120 116 96.7%
立命館 160 149 93.1%
大阪 80 85 106.3%
大阪薬科（一括） 300 311 103.7%
近畿 180 198 110.0%
摂南 220 218 99.1%
大阪大谷 140 152 108.6%
神戸薬科 270 276 102.2%
武庫川女子 250 243 97.2%
神戸学院 250 252 100.8%
兵庫医療 150 153 102.0%
姫路獨協 100 101 101.0%
岡山 80 85 106.3%
広島 60 62 103.3%
広島国際 120 88 73.3%
安田女子 120 96 80.0%
福山 150 154 102.7%
就実 120 111 92.5%
徳島（一括） 80 83 103.8%
徳島文理 180 130 72.2%
徳島文理（香川） 90 76 84.4%
松山 100 106 106.0%
九州 79 79 100.0%
福岡 230 240 104.3%
第一薬科 173 164 94.8%
長崎 80 82 102.5%
長崎国際 120 131 109.2%
熊本 90 92 102.2%
九州保健福祉 180 212 117.8%
崇城 120 129 107.5%
合　計（*3） 12,933 13,118

一括：６・４年制学科の一括入学
(*1)総合入試制度。２年次学部進学時に学科振り分け
(*2)教養部として入学後、３年次学部・４年次学科振り
分け
(*3)未定、除く単純合計

2015年度薬科大学・薬学部入学状況
　今年度の薬科大学・薬学部の入学定
員数は14年度に比べて増加した。こ
れは横浜薬科大と立命館大の２校が４
年制学科を新設し、九州保健福祉大が
４年制学科の定員を増やしたことによ
る。横浜薬科大では６年制学科を360
人から340人に20人削減する一方で
４年制学科（薬科学科：30人）を新設、
全体で10人の増となった。立命館大
も４年制学科（創薬科学科：60人）
を新設し、全体で60人の増となった。
また、九州保健福祉大は４年制学科（動
物生命薬科学科）を30人から40人に
増員。結果として全体で80人増加し
た。これにより４年制学科を併設する
のは31校に達した。 
　定員数を学科別で見ると６年制学科
は１万1445人（対前年度比10人減）、
４年制学科は1488人（100人増）だ
った。６年制に限って見ると昨年度も
前年度に比べ40人減り、減少傾向に
は歯止めがかかっていないようだ。 

　2015年度の国公私立薬科大学・薬学部の入学者数は、入学
方式の異なる北大、東大を除くと１万3118人で、定員１万
2773人に対し102.7％と若干オーバーした。定員に対し入学
者数が10％を超えたのは９校、そのうち20％超が２校であっ
た。なお、４年制を含めた全体の定員数は１万2933人で前年
度の１万2853人より80人増加した。最も定員数が多かった08
年度以降、昨年度まで６年連続で漸減状態であったが、初めて
前年度を上回った。本紙調査で明らかになった。
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　入学者数は、国公立大学系を中心に
少なくとも初年度に科別の入学者数が
確定しない北大、東北大、東大など８
校を除くと、６年制は１
万1175人（14年度１万
1591人 ）、 ４ 年 制 は
1151人（1147人）とな
った。６年制が前年度に
比べ416人減少したのに
対し、４年制が若干名増
加した。 
　６年制と４年制を合わ
せた入学者総数は、11
年度以降、総合入試制度
の導入により初年度の学
部入学者数が確定しない
北大、３年次に学部振り
分け、さらに４年次に学
科振り分けを行う東大を
除くと１万3070人とな
った。前年度が定員に対
する入学者数が106.4％
だったのに対し、今年度
は102.3％となり、全体
としては入学者数の適正化が進んだ。 
　ただし、大学別にはバラツキがある。
日本私立薬科大学協会では、定員に対
する入学者数を10％以内に収めると

の取り決めを交わしているが、全大学
で今年度10％を超えたのは９校だっ
た。前年度は21校であり適正化が進
んだといえる。20％超も２校で前年
度より１校減少した。20％超は千葉
科学大（定員160人、123.8％）、城西
国 際 大（130人、127.7 ％） だ っ た。
実数で30人を超えたのは９校、この

うち50人を超えたのは城西大（定員
300人、117.0％）だった。
　一方で、定員割れをしたのは16校
で前年度より５校増加した。このうち
前年度に“超過”したが、今年度“定員割
れ”したのが半数を超す９校あり、２
年連続して大きく定員割れした薬大は
少ない。なお“定員充足率”が８割を切
ったのは５校（前年度１校）、さらに
７割を切ったのは、青森大66.7％（定
員90人、 入 学60人 ）、 奥 羽 大61.4 ％

（140人、86人）、北陸大49.9％（306
人、151人）の３校だった。
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